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論文内容要旨
 尿管吻合術として成書に種々の形式が記載されているが,術式そのものに一長～短があ動実
 際上之導術式の撰択は必ずしも容易でない。餐術式が自由に撰択される好条件に恵まれている場
 合には如何なる術式が最もよいか・特に尿管機能の上からはどうであるかは尚検討の余地がある
 様に思われる。よって余は端々吻合2種・側々吻合及び重檀吻合2種等5櫨の吻合術を行い直后
 及び術后7～260日時に尿管筋電図を描写し,尿管機能を観察し興味ある∫舞見を得たので藪に報
 告する。
 実験1方法
 実験動物としては5～25駿の成犬44頭を用い18～25。Cの実験室に於てTh重。夢81蛇al
 魏魏議、罵饗慧欝響あ保管吻合術弍
 上方にて横断,その両断端をオ1図の如くマ)単
 ヌ沌端々1琴給,2〉対{責瞬従切端々吻合・5)側々吻合
 (吻合口切開り01泥)7!1)PoggirBoari比重
 積吻合、5)単純重積吻合の5櫓.句合術を施行し
 た。筋電図の誘導ぼ吻合直后及び手術後ア～260
 日時に吻合上部,下都及び健側尿管について双
 極誘導を行い3叉同日寺に尿痢を描壽己した。尿管
 放電の誘導には銀製針電極,筋電計としてSa～
解 月
 単1車轍支欄脚"。n庶隔レB面氏数輯
 吻合吻合i魯糎吻合図重締吻合吻合
 iユborn}Cαnpaiユy製P“y-Vfsoを用1、・,附属のH'e撹Wr童t搬9'recorderで,
 尿滴は膀胱切開后両倶録管にビニール管を挿入し,尿滴描記装置仁こ連結して記録した。i又筋電図
 誘導后逆行性醤孟尿管撮影を行い,且割出標本について腎孟,尿管内径を測定した。
実験成績
亙完成期観察
 吻合完成期と、曽、われる吻合i手術后5已～260日までの蹟見について述べるコ
 1)尿管内径の測竈捌出襟本について手術側内径を腎=鼻吻合部より50卿上都・吻合晋雌,吻
 合下5απの部位(吻合直下部は全例に手広張が見られ膀彫確,賭二行くに従い拡張減弱晩)傾向を示した
 りで吻合下ろe汚マを目機とした)の4部について測定,健側轡ア[,尿管対'応部内佳ヨを1DOとして比
 率を求めた。(以下拡張率という)の腎孟並びに吻合上部尿管内径の拡張の程度を手術側の艶聞
 に対する拡張率1扮以下を非拡張,肩0～冨9を軽度拡張,讐O～ゴ59を中等度拡張,160
 以上を高度拡張とした。但し賢覧の拡張率が15〔1以上のものはこれだけで高度拡張とした。
 {)単純端飛吻合群1例に一ついて腎盂並びに吻合上都尿管の拡張状態を見るに}非拡張2鏑コ
 軽度拡張唯剖,中等度拡張5例及び高度拡張1例(拡張革{60)が見られた。吻合郡の内径を,
 これに対'応ずる健側尿管内径を対照として見ると,吻合都が健側に較べ相々狭いものは非拡張,
～胃
{
晴
 高度拡張の各1剛に見られで吻合部拡張率は夫々95,80であった。他の5例では吻合部拡張
 率100～マ75で健側に較べて局長或は大であった。以上の内径上の肋見はレ線欧とと照々一致
 した。
 1i)対側繊切端々吻合群7例に於ては上部尿管軽度拡張11列,中等度拡張4例,高度拡張2鈎
 (拡蝶率175,2Ge)を見た。吻合音1～内径は全劔で健側に較べて大(吻合部拡張率て2四75)てあっ
 た。レ線像航見は内径測定と相応したが・吻合郡拡張率175を示した上部高度拡張1例では吻
 合都に瘢痕形成が薯ゆ吾でレ線像上健側に比して狭臨iであった。
 f勲)狙目々月勿・台辞51列中,上音1`尿∫誉二軽度拡張51列・中等度・高度ぎ床張(擢{張琴・i25〔〕)各1例を見
 た。吻合翫内径は全例で躍側に較べて同長或は大で,吻合部拡張率は得0～り42であった。レ線像
 上内径測定欧晃と略凌一致したが,鳥度拡張例でレ・線線上吻合商上尿管都で強度の屈曲を伴い,
 吻合都は狭・縢となっていたo
 fv)POggi一・Boar重・氏重積吻合群5鯛中・上部尿管軽度・中等度拡張各1倒,高度拡張5腐・
 (拡張率175～3稔)を見た、、吻合'部は測定士拡張率100～150となり,健側に比し周長或は大
 であったが軽度法長を除いた全ての働で吻合部に硬く厚い瘢痕形成が見られた。レ線像上,内径
 測定欧見と略々一致したが,吻合音際痕形成菩切な中等度・高度拡張の全てに於ては健側に較べ
 て狭隘な1るを見たo
 v)単純重較吻合詳5例中,中等度拡張5例,高度拡張2例(拡張率250,2ア5)を見た。吻
 合部内径は高度拡張2例で1よ期らかに健側に比し狭く,吻合都拡張率は25・50であった。し
 かし中等度拡張5捌の吻合都拡張率は穏臼～140て'あったカ～全てに一吻合部瘢痕形成が著明であ
 った・レ隷蘇上・内径灘言雪柱見と照々一致したが・吻・含都疫痕形成薯期な甲等度拡張の全ての夙
 に吻合蹄1工臨側に比し狭隘なるを見た。即ち本群では全ての例に吻合圭{6が睡側に比しノゴ・であった。
 2)筋電図肪見
 重)吻合部通過放電吻合上下都の筋竃図上1には種々の放壷か見られたが,上都尿管の正蠕動
 放電に就いては,正蠕1劾放電が騒々一定時秒の間隔をもつて吻合鄙を通過し,吻合下部尿管に伝
 播し≠こ如き製霧動放電と,吻合温liで消ダぐするものが見らオした。
 単純端々吻合7例中豆蔦動放電の身勿合音1樋過拳ば,上部非拡張の2創,中等度拡張のマ鋤計3
 鑓では稲臼俸軽度拡張測で78%∫中等度拡張他グ)2例では夫々60%う50%,高度拡張桝
 では58%であった。従って通過≧鐵よ平均75%となった。
 対側紐切端・々吻合万ラ11中吻合郡通過率はr1コ等主軸高度拡張の各月列計2例で10D%,軽度拡張
 綴で窪乙%,中等度拡張他の5鯛で40,2る}25%,高度拡張他の“列では25%となり予
 憲群の通過率は平均47%となった。
 側・≒吻合5例の吻合部通過峯は軽度影広張の2例,高度拡張の1鯛計5例で鴛9%,軽度,中等
 鷹拡張の各て鯉でぱノろgあ85%となり,本群の通過率は平均92%であった。
 Po富郎一B。躍i氏重積吻合欝4伊沖吻網1聴過率は中等度拡張鋤で10%,高度拡張期で
 は5恥50,r5%とな動本辞の通過率は平均27%となった。
 単純重積吻合群4例中吻合都適適峯は中等度拡張マ例で100%となったが,中等度拡張他の窪
 ,,例で20%,高度拡張2例では40,で9%とな鉱本群の埴過率は平均42%となった。
 i量)異状放電に就いて吻合下部尿管送蠕動放電は吻合部通過良好な側々吻合,単純端々吻合
 に於ては見られす戸吻合部通過恥の低い対側繊切端々吻合の2働(吻合部通過率1乙,15%)
'
 及びPoggi-B鰍rI氏重稽海台(鎚過率15%)1単純重積物含(通過率輝%)の各1例
 、・「、
 に一於て見られた。
 量ii).吻合上部尿管放電数尿の畿滞を考えさせる吻合上部尿管に於ける正蠕動放電数の増加を
 健側尿管正蠕動放電数を対照として測憲し,健側の2暗以上の増加を高度,2倍以下で4毘紬以
 上の増加を軽度増加とした。単純端々吻合群7例中,軽度,中等度拡張の各1例計2例で軽度増
 .加を見た。対側継切端々吻合群7例に於ては中等度拡張のマ例で軽度の増力lb軽度・中等度及び
 高度拡張の各で剖計5例では高度増加が見られた。側々吻合5例中吻合上部尿管放電数の増加例
 を卑なかった。Po鼠募i-Boari氏重摺吻合群4例中,中等度拡張の1例及び高度拡張5例中2
 例計宕例に軽度増加を見た。単純電槽吻合4例中,中等度拡張1例に軽度増加,中等度拡張の他
 の1例及び高度拡張2例計5儲にて高度増加,即ち全働に放電数の増加を見た。
 重V)伝播速度について正蠕動放電の伝播速度は吻合上都}吻合部・吻合下部及ひ睡側求管に
 っ)・て平均1直を測定した。単純端々吻合群7例については吻合一上部24.8槻/8ec,吻合部1Z5
 罵■5ec・吻合下部52・0烈ゲsec・健側2Z8雁刎sec,対側繊切端々吻合群7佛中吻合上部22.1
 聖14sec,吻合部にて13,8島影/sec,吻合下部51.6'賜/sec7健側にては2Z2鵜ノsec,側々吻合
 一群5例に於ては吻合上部298賜/sec,吻合部20.9伽4sec,吻合下部45.ろ槻/se砺健側50,4
 襯/8ecすPo991一一君。昆ri氏重積吻合称4例で吻合上部24、6獅4sec・吻合郡95弄陽/see,吻
 合下都54.1職ノsee,健側28コ翅/sec・単純重稽吻合群4例で吻合上部コZ孤ヴsec・吻合剖
 可2.撫48ec,吻合下郡55,5脇ソ5ec,健側28.e偲γ8ecとなった。
 即ち何れの佛に於ても吻合下締が最も速く・次いで1建側・吻合上部の順に速くなり吻合部は最
 も落胆に遅延した。
 11吻合直后及び早期鯛の観察
 完成期に至るまでの経過を究萌する目的で吻合郡放電垣過の良好な単純端々吻合,側々吻合の
 2群に就いて行った吻合直后観察夫々5鋳,及び吻合後7～201ヨの早期親祭夫々4ン5鱈につ
 1、・て述べるg
 百)吻合直后観察(6倒)
 2種吻合群に於ける所見は略々類似で争吻合上翔尿管には浮座状の拡張が見られ,放電数が15
 ～28w.'触と著明に増加したが,吻合部通過放電及ひ保滴流出を見なかった。吻合下部尿管には
 時に逆鱗動放電が散発した。50%葡萄糖静注によるも上都尿管放電数の著明な増加を見るのみ
 で吻合都通追放竃及び尿滴流出を見なかった。
 2)早期観察(9綱)
 上述2極吻合群の耽見は略々類イ以した。吻合上部尿管放竃数は一11～コ5、%㎞と軽度塩加に止
 った。吻合都通過放電は見られず,下都尿管には上部正放電と朋らかな関係なく正蠕動放電及び
 逆蠕動放電が散発した。尿滴流出は上部尿管正蠕動放電に一致して或は無関係に見られた。50
 %葡萄・糖静注による急速禾脈時にも吻合部通過放電の出現乃至増加が見られなかった。
 III放電と尿滴に就いて
 重)無操作時には喬群の全ての鯛に原則として吻合部通過放電に一致して尿滴の流出を見た。
 吻合部通過不良な例に於ては吻合音r樋過放電を髭.ない時でも上部尿管正蠕動放電に一致して或は
 蕪膜1係に尿滴が流出する傾向を示した。
 茸)5e%葡萄糖ゴ～2cc/晦静注により急速利尿を試みた時,放電と尿滴の聞に.尿量の増
 加と共に吻合部通過放電の増加を認める場合と,吻合部通過放電の増加を見ないが吻合上部尿管
 正揮動放電に一致して或は無関係に流出する尿量の増加を見る場合の2つの態度を見た。前者は
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 吻合部放電通過率の良好な例に,後者は対側継切端々吻合・Po琶gi-Boar重氏重積吻合,単
 純重積吻合の吻合部放電適量率不良な例に於て見られた。
論
 成犬44頭を用い,尿管を1)単純端々吻合,2)対側縦切端々吻合75)側々吻合,4)Pog'g『∫一
 Boari氏重糟吻合,5)単純重積吻合を行った5群に就いて手術窟后から260日時の尿管筋電
 図と尿滴を描記し}5極σ)吻合法が尿管機能に・及ぼす影響を比較観察し次の所見を得た。
 1)内径測定,並びに逆行性腎孟尿管レ裸像上,吻合.ヒ郡尿管の拡張と吻合部狭窄を來さない
 点から見ると単純端々吻合が最もよく・側々吻脅は消々劣り,対'側継切端々興勿・台・はこれに次ぎ7
 Po窟gi-Boar1比重積吻合,単純重積吻合は類似で最も悪かった。
 2)放電の吻合部通過揖コこ就いては平均通過率92%を示した側々吻合が最もよく,次いでア5
 %を示した単純端々吻合・4ア%の対側縦創端凌吻合・424の単純垂流1{吻合の順となウ,27
 %のPo99量一Boar重氏重積ri勿合は最も悪かった。
 尚放電の吻合部通過率の良好な側々吻合,単純端々巨!袷に於ては吻合下都尿管に逆ll蒲亘1∫放電の
 出現を鼻なかったが}他の3群の吻合都放電通過不良例に見られることがあった。
 5)尿の齢滞を考えさせる吻合上部尿管に於ける放電数の嗣らかな増加は側々吻合に於ては見
 られず,主薪極端々吻合llこて28%,対側継切端々吻合'57%の順に多くなり事Poggi-Boarf
 氏重積?単純重積吻合に於ては夫々75%・10G%となり最も多くの綱に見られた。
 4)伝播速度は香落ワ)何れの例に於ても吻合部{粛番速度が最も遅延し,次いで吻鉦上部,難側
 脈∫首の順に速くなり,ロ句合下部尿管1ゴニ最も速くなる1頃向を示した。
 文略細切平均伝播速騨=側々吻合が20.9概冷ecで最も趣く:"..'雛'口5
 ガ凸》Sec,対側縦割端々吻合15,8オ》sec,単純豊穣吻合12.徳がsecの順に遅くなり,Pogg重
 一Boar重氏重積吻合が95汚陀/secとプより最も追舅延し六二。
 5)放電と涙滴に就1、・ては各瀞の大多数θ)別1に於て1潮穏離まヨ亀過放電に一致して流出を見た1が,
 吻合瓢狡竃通過不良別には吻合下都尿営に力文電が見られない時でも吻合上部尿管の放電1こ一致し
 て・或は無窮係に流出を見た。
 6)吻合直后吻合上部尿管二にぼ丑嬉歎放電数の蔚明な増加を来したが・吻合部通過放影は見
 られずヲ尿満1乃拶財主1も見られフ気力・つた1G
 吻合後7～29日の早期には吻合上部尿管に於ける放電数の増加は軽度にしか見られなくオこ動
 尿涌は吻合.ヒ部尿管の放電に一致或は無牒1係に流目.1した。
 吻合術後5e～40日に吻合部伝播機能は騒々安定すると考えられた。
 以上の桝見よll吻合手術による障碍は側々吻合が最もグオく:僅かの差で単純端凌吻合がこれに,
 次ぎ,残りの5者は泄2者に∫陳べ朋らかに障碍の程度は大となった。尚ろ者に於ては対側継切端
 々 吻合が優%単純重稽,Poggi-B臓ri氏重積吻合は臨々類似で障碍が大とかる傾向が窺
 われた。
『
}
審査結果要旨
 尿管尿管吻合術としては種々の形式がある。端々吻合は最も簡単であるが,狭窄が懸念される,
 其の池の術式、にも,一長一短があるが,各術式を詳細に比較検討した報告はないようである。
 著者は端々吻合2癌,1別々吻合及び重償吻合2滋等5櫨の吻合術を行い,術直後から260日
 時に尿管筋電図を用いて尿管機能を究明し,更に逆行性軽盃尿管造影術及び剔出標本の測量によ
 り内径に検討を加え5慮術式,の優劣を究明した。
 即ち手術成頴を内径測量並びに逆行性腎孟尿管レ裸像上一吻合部狭窄を来さない点から判駕す
 ると単純端々…吻合が最もよく,1別々吻合は相々劣り,対醐羅切端々吻合はこれに次ぎ,Po99∫一
 β臓ri比重演吻合,単純重・繊吻合は最も不良であるとし,又筋電図上,放電の吻合部通過率及び
 吻倉部の平均伝播速度レ尿の鱒浦を考えさせる吻合上部尿管放電敏の増加等の点からの術後成績
 は刻々吻合,.単純端々吻合,対側羅切端々吻合の順となり,2極重債吻合の不良であることを指
 摘した。
 更に著者は吻合部の放電通過及び尿満の併出状態ξま手術後50～40日目に至り略々安定する
 ことを明示した語
 以上著者は5櫨尿管尿管切合術による尿管機能の障碍は1員睡吻合に最も少く,僅少の差で単純
 端々吻合がこれに次ぎン残り5者は明らかに障碍が大てあったとの鷲論を得、この成績1堀こ管尿
 管吻合ぞ将{将式!巽択.ヒのキ讐携琴ともたり婁畏管タト科に上貫膏臭"ヨーるものと思わオしる。
『磁ヨ
